
石狩市公立小中学校事務職員第４４回学校間連携会議

２０１３年７月１２日１４：００～

於：石狩市庁舎２０１号会議室

１．議長挨拶

２．経過報告

６月１４日（金） 第３４回連携会議

「２０１３ふらのフォーラム公式案内」リンク設置

６月２５日（火） 「石狩市公立小中学校の概要」の速報値ＨＰアップ

３．協議題

（１）予算要望委員会に向けた「統一要望」の検討（予算要望回答の交流を通して）

（２）２０１３年度「保護者負担調査」について～別紙１

（３）学校徴収金（学年教材費・各教科実習費・ＰＴＡ会費等）実態調査について～別紙２

（４）輪転機・コピー機の調査について

４．実践交流

５．連絡事項

（１）ふらのフォーラムの参加料を本日集金します。

（２）今年度の夏季研修会につきましては、別紙、日刊連携会議をご参照ください。事前に

資料の提出をお願いしています。期間があまりありませんが提出のほどよろしくお願

いします。提出方法は E メール colore3216@Gmail.com まで、もしくは、学校アドレス

まで提出をお願いします。



＜別紙１＞ ２０１３年度「保護者負担調査」について

１．保護者負担調査の意義

保護者負担調査については、各校の現状を知ることで自校の保護者負担軽減などのとりくみに活

かすなどの効果があり、「学校財政確立のために活用できる資料をめざす（ひいては保護者負担軽減

につながる）」という観点から継続して調査することが必要です。

２．調査の観点

（１）保護者負担の状況を各校比較検討することにより、保護者負担軽減策のヒントを探る。

（２）学校徴収金と公費財政の関係を比較検討する資料として活用する。

（３）予算要望書の参考資料として活用する。

連携会議では、毎年保護者負担調査を実施しています。この調査の目的について第２回連携会

議（09/6/16）では次のように論点整理を行いました。（当時の名称は「徴収金調査」）

この論点整理にもあるとおり、保護者負担調査の主たる目的は「私費負担の公費化」であり、

保護者負担と公費負担の実態把握・比較検討を通して予算要求につなげるための保護者負担調査

であるといえます。

３．調査項目について

今年度も、昨年度に続き例年通りの保護者負担軽減調査及び保護者負担経費と公費負担経費の対

比表を作成し、各学校の比較を継続して取り組みます。別紙集計用紙のとおり。

４．具体的作業は次のとおりです。

保護者負担軽減調査について

・別紙集計用紙に記載する方法で調査する。決定後エクセルワークシートを送信します。

・集金に関する案内文書を出来る限り収集して提出してください。

石狩市連携会議では、’07 年に徴収金調査を行いましたが、調査結果の分析をするに至らず、

調査の利用についても残念ながら進展を見ませんでした。今回はその反省を踏まえ、第１回

連携会議で提案したとおり、分析結果を予算要望委員会に反映するとともに、白書づくりの

資料としていきたいと思います。

学校徴収金は、今日こそ「学校会計の適切な処理」という観点で語られていますが、徴収

金の内容や教育効果との関わり、保護者負担のあり方等については校内では大きな論議が巻

き起こることなく長年にわたって慣行が続いているのが現状と推察されます。しかし、事務

職員の間では①義務教育無償の原則に則り、全ての教育費は公費でまかなわれるべきである

こと、②従って当面、保護者負担を軽減するべく公費での予算措置を求めていくこと、との

主な柱により実践がすすめられてきました。また、とりわけ「小泉構造改革」と称された政

府方針により結果として世帯間の経済格差が生じ、そのことが子どもの学習機会の格差とな

って表出しているとの世論が高まっていること、加えて、OECDの PISSA 調査をとおして、義

務教育はもとより高等教育に至るまでほぼ教育費が無償であるフィンランドが学力世界一と

なった事実から、公費による教育投資の重要性がよりクローズアップされ始めたことなど、

教育費の公費負担に係わる論議は大変重要になっています。

これらの観点を踏まえ連携会議では、各学校の徴収金の実情から課題整理を行うとともに、

他校のとりくみを参考に、各校においても徴収金に係わる検討がなされるよう交流を行うこ

とを目的として「決算予算調査」を行いました。その結果を予算要望委員会に反映するとと

もに今後の各校のとりくみに生かしていきたいと思います。



５．調査期間

8 月 3０日（金）まで

＜別紙２＞ 学校徴収金（学年教材費・各教科実習費・ＰＴＡ会費等）実態調査について

(1)調査について

夏期研において、「学校徴収金のとりまとめ」において各校の取り組み状況を調査交流することを

主眼として調査を行いたいと思います。

(2)調査項目について

別紙集計用紙のとおり。

(3)調査期間および提出先

７月１８日（木）まで 花川南中 加藤さん まで



学校名【 学校】 備考
普通
１年

普通
２年

普通
３年

普通
４年

普通
５年

普通
６年

特支
１年

特支
２年

特支
３年

特支
４年

特支
５年

特支
６年

（１）日常の授業・学習に関わるもの

①ワークブック、ドリル、副読本等

②市販テスト

③実験・実習材料（小学校）

④実験・実習材料（中学校：理科）

⑤実験・実習材料（中学校：美術）

⑥実験・実習材料（中学校：技家）

⑦実験・実習材料（中学校：家庭科）

⑧実験・実習材料（中学校：書写）

⑨実験・実習材料（中学校：音楽）

⑩実験・実習材料（中学校： ）

⑪実験・実習材料（中学校： ）

⑫実験・実習材料（中学校： ）

⑬実験・実習材料（中学校： ）

⑭新１年生入学時集金額 入学時に集める金額を記入してください

⑮その他

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）校外活動に関わるもの

①修学旅行費 未決定の場合は昨年度金額

②宿泊学習費 未決定の場合は昨年度金額

③遠足・課外学習経費 未決定の場合は昨年度金額

④スキー学習費 未決定の場合は昨年度金額

⑤芸術鑑賞費 未決定の場合は昨年度金額

⑥職業体験学習費
個々の金額に相違がある場合は平均
額

⑦その他

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（３）その他の活動に関わるもの

①児童・生徒会費

②学年・学級費
教材費が含まれている場合は、
教材費以外の金額のみ記載

③学年・学級写真

④卒業アルバム代 未決定の場合は昨年度金額

⑤進路指導費

⑥その他（生徒手帳代）

⑦その他（名札代）

⑧その他（名前ゴム印）

⑨その他（ ）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（４）被服に関わるもの

①入学時にそろえるべき制服（男）

②入学時にそろえるべき制服（女）

③体操着・スポーツ帽・上靴など

④その他

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（５）他団体会計

①ＰＴＡ会費 世帯一人目の会費額

②ＰＴＡ会費 世帯二人目の会費額が違う場合その金額

③ＰＴＡ安全互助会

④部活動・少年団会費 全世帯を対象としている場合の年会費

⑤部活動・少年団会費 世帯二人目の会費額が違う場合その金額

⑥部活動・少年団会費 加入金などを集める場合その金額

⑦スポーツ振興センター掛金 460 460 460 460 460 460 460 460 460 460 460 460

⑧同窓会費

⑨その他

460 460 460 460 460 460 460 460 460 460 460 460

460 460 460 460 460 460 460 460 460 460 460 460総計

2013年度 保護者負担調査集計用紙

合計

合計

合計

合計

合計



連携会議事務局

丸数字の左が回答欄。該当箇所に〇をつけてください。複数回答不可。

学校名（ ）

回答者（ ）

１，徴収方法は？
① 原則口座振替

② 原則現金納入

③ その他（内容： ）

２，上記の担当者は？

① 事務職員

② 学年担当者

③ 学級担任

④ その他（内容： ）

２，口座振替取扱い金融機関は？

例：ゆうちょ銀行（ ）

３，年間振替回数は？

例：年３回（ ）

４，振替手数料（１回分）は？

例：１回１０円（ ）

５，徴収金決定への事務職員の関わりは？

① 全くノータッチ

② 直接担当ではないが集約のみ

③ 直接担当ではないが集約を行い、市経理との積極的調整を行う

④ 直接担当であり集約のみ行う

⑤ 直接担当であり集約を行い、市経理との積極的調整を行う

⑥ その他（内容： ）

６，徴収金集金の事務職員の関わりは？

① 全くノータッチ

② 一部の集金業務

③ 全ての集金業務

④ その他（内容： ）

７，徴収金支払いの事務職員の関わりは？

① 全くノータッチ

② 全ての支払い業務

③ 一部の支払い業務

④ その他（内容： ）

８，その他ご意見欄

学校徴収金（学年教材費・各教科実習費・ＰＴＡ会費等）実態調査

ご協力ありがとうございました。７月１８日（木）迄に 花川南中 加藤へ提出してください。（ＦＡＸのみ）


